
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＯＤＦ解析におけるＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃの扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アプリケーションによって、解析パラメータの設定の方法が異なり、扱いによっては全く別の結果になります。 

ＬａｂｏＴｅｘの格子定数指定はａ＜ｂ＜ｃの制限があります。異なった与え方をすると別の結果になります。 

今回、ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｄｅｌｌｉｎｇでＯＤＦを作成し、ＰＦをＥｘｐｏｒｔし、 

同一極点図をＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓで処理を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２００９年０３月０５日 

     ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ 

 

 

 

 



Orthorhombic のチェック 

LaboTex では Modelling 機能があります。この機能を使って Orthorhombic の cube と brass の体積分率１０％

の ODF を作成し、その ODF から RPF の｛２００｝、｛１０２｝、｛１０１｝を作成 

この極点図を Export し（ＴＰＦファイル）、TPF->TXT 変換後、再度ＰＦｔｏＯＤＦでＯＤＦ入力ファイルを

作成しＬａｂｏＴｅｘとＴｅｘＴｏｏｌｓで比較をして見ました。 

パラメータ指定に注意をすれば同じ結果になる。（ａ＜ｂ＜ｃ） 

 

 

以下は PFtoODF 作成の EPF ファイル 

 



ＬａｂｏＴｅｘの結果（φ２は５度ステップ） 

 

CPF は入力極点図、RPF は ODF 計算後の極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓの結果 

 

 

 

φ２は１０度ステップ 


